


触 ､U如モランティア･何でもボランティア J

最近苦い体験があった｡親しくしている幾つ

かの NPO (もちろん IAVE日本も含む)と

一緒に ｢NPOフェスタ ･イン ･SUMMER｣

というイベン トを会社の講堂会議室で開催する

ことになっていた｡そこでチャリティー ･バザ

ーや美術展のほか NPOと職員の交流イベン ト

などを実施する予定を立てていたのである｡会

社の担当窓口に了解を取り､チラシを印刷して

配布までした｡ところが､会社のある部署から

突然電話が入 り､会場の使用を禁じられてしま

った｡会社の建物が重要文化財に指定されたの

で､外部からの入場者は断りたいというのであ

る｡

数日後､その部署の責任者から､指定文化財

の会社の建物の正式の見学者に建物の絵はがき

などを販売するために､社外のボランティアを

使えないものかと打診があった｡私は思わず絶

句してしまった｡会社の私的な目的のための社

外ボランティアを使うとはどういうことだろう｡

仮に社内から労力提供者を求めるとしても､そ

れをボランティアと呼ぶなら､ガイ ドボランテ

ィアとしての意義付けだけでも明確にしておか

ねばならないのは当然のことである｡

悲しいかな､ボランティアを単なる無償の労

働力の提供と考えているむきがまだまだいるよ

うだ｡もちろんボランティアに重苦しい理屈は

いらないが､少なくともその精神性と基本原理

を踏まえておかないと､おかしなボランティア ･

何でもボランティアになってしまう｡だから､

私たちはボランティアとは ｢社会的課題やクオ

リティ･オブ ･ライフの向上のために対価を求

めずに自発的に社会参加することだ｣というわ

かりきったことを倦まず訴え続けねばならない｡

ところで､会場が使えなくなった私たちは日

頃社会貢献で共同活動を行っている仲間の一つ

である M社の協力を得て､その二日後には会社

の隣のビルの一室を確保することができた｡結

果的には､私たちは当初よりもはるかに広く使

いやすいすぼらしい場所を得たのであった｡ 

(青木 利元

明治生命保険相互会社 ･企画部社会貢献役)

吟俵の IAVE日糊 ごづJ l{憤う｣ 
1994年の秋､日本で初めて ｢世界ボラン

ティア会義一第 13回 IAVE世界全集｣が開

催され､ 66ヶ国から 579名の参加者を迎え

て､国立オリンピック記念青少年総合センター

等を会場に盛大に行われ､情熱を燃や して参加

したことは昨日のように脳裡に鮮明である｡会

議のテーマは ｢新しい時代を拓くボランティア

ー地球家族の幹を求めて｣で､①園を越えて人 ･

地域を結びあう幹､②ボランティア推進のため

に多様に学びあう秤､③あらゆる世代が学びあ

う辞､④課題を越えて結びあう秤､の 4つの視

点から討議された｡

私が第 13回 IAVE世界会議に参加するこ

とができたのは､国立科学博物館の教育ボラン

ティアとして､さらに社会教育施設ボランティ

ア交流会の運営委員として活動していたからで

ある｡

私が国立科学博物館の教育ボランティアにな

ったのは 1987年､通産省工業技術院地質調

査所の地質標本館館長を､定年退琳した直後だ

った. Lこれを選んだ動機は､専門が地質古生物

学で､標本館という一般公開施設と関わってき

たから､科博-見学に訪れる小学生や中学生に

専門の範囲で､わかりやすく解説するならば､ 
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社会的還元になると単純に考えたからに過ぎな

い｡博物館で重要なのは入館者の質問に専門家

が直接わかりやすく答える機会を設けることで

ある｡一つの疑問が解けてその先の疑問を考え

るというふうに興味が深まっていくことこそ､

子供たちに科学-の夢を脹らませる原動力にな

ると真剣に考えている｡ 博物館では展示物と見

学者との間に立つ人を解祝着と呼んでいるが､

研究者や学芸員､ときにはボランティアがその

役割を果たすことも多い｡そのような場合､ボ

ランティアが解説者として役割を果たすことは

重要であるが､ボラシ ティアとは何か∴ボラン

ティア活動とは何ぞや､という課題に必ず直面

ーr する｡私も例外ではなく､そのよう課唐に常に 

直面してきた｡そのような時に解決の糸口を見

出すことができたのは､一つは社会教育施設ボ

ランティア交流会であり､もう一つは IAVE

世界会議である｡

いよいよ 8月 23日～ 27日カナダ国アルバ

ータ州エ ドモントン市アルバ一夕大学で開催さ

れる IAVE世界会議が近づいてきた｡会議で

は6つのサブ ･テーマが討議される｡私が付け

加えたいのは､地質学的にあまりにも雄壮な地

域を背景にして行われることを誇りにしたいと

思う｡

最後に､日本を訪れる世界各国の留学生数は
tJグ ヽ

年々増加している｡ 日本国民の誰もが彼らを支

え､多くのボランティア団体が彼らを支援して

いる｡国連が 2001年を ｢国際ボランティア

年｣に正式決定した今日､ IAVE日本の活動

の中で､在日する世界各国の留学生のために､

ささやかでも何か支援するための行事が日本で

実施できないものかと考えている｡ 

(神戸 倍和

国立科学博物館教育ボランティア)

｢ちょっといい帝｣

昨年夏のことでした､ー目黒国際交流を通して目

黒在住の安村様 (86歳の女性)がご相談に来

所されました｡安井様はお二人のお子様は海外

在住のため､現在一人暮らしです｡安村様は若

いときに韓国に住み､大変韓国の方にお世話に

なりましたので､余命いくぱくもないけれど何

か恩返しをしたいと考えていたところ､韓国の

映画を見るチャンスがあったという｡ その中で

恵まれないことどもたちのいることを知り､何

かお役に立ちたし )と考えたとの事｡そこでサポ

ー ト方法を色々チャレンジしましたが､術がな

く最後に映画監督の方まで探し当て電話された

そうですが､冷たく断られたとの事でした｡ 

IAVE日本は相談があると同時に韓国のキ

ム ･ラー氏 (韓国自席奉仕能力開発研究会 ･会

長､前 IAVE理事)に電話､ FAXいたしま

した所､ 2週間後に韓国の社会福祉協議会の会

長ご夫妻が来日する機会がございまして､滞在

中のホテルに安村様と目黒国際交流の桜井氏と

私三人で伺いし､会食 し楽しいひとときを過ご

してお別れしました｡帰国後間もなく素晴らし

いお嬢さんをご締介くださり､すぐ安村様は 5

万円の奨学金を送金された由｡安村様は大変お

喜びになって ｢素晴らしい娘ができて､私の生

きがいができました｡彼女の成長を見守りなが JlI＼

ら精一杯生きます｣と生きがいを語ってくださ

いました｡ 

(佐々木照子


目黒目黒中央地区ボランティアの会代表)




事 務

雷轟々より
東横線の都立大学釈前に引っ過 して早 1年が

過 ぎました｡釈前 とい う便利 さで､現在月･水･

金とボランテ ィアで事務局運営に長与 を尽 くし

ております｡特にユースのメンバーが事務局に

より
●長野オリンピックに関わったボランティアが

組織した新しいボランティアグループ ｢21世

紀ボランティア研究センター｣の招き七､同グ

ループと長野市で交流､今後のボランティア活

動展開について相談を受ける｡ 
焦まって､咋早秋の Ⅰ

ランテ ィア冊叔ネッ トワーク推進活動に係わる

パソコン等を備｣のための日本財団への協力扱

助金中希手続 き､カナダ各級奨学生東泉婁網作

嵐､ニュース レター銘各 ･印刷 ･昇送などの活

動 を舟力的に行っています｡

合泉の皆棟､どうぞ一度事務所にお立 ち寄 り

ください｡ 最近何かのお役に立てて くださいと

V..Dの企副 こ始 まり､ ｢ボ

/ ご専付をありがとうございました

●衣笠病院ボランティアグループの下記 10

の方から12万円 

(滝口 充､山本律子､原 節子､服部道子､

川田峯子､宮崎美枝子､片山早苗､八木史子､

田中恵美子､松本 トミ)

iiZ!
 
ィア金臭関係先よりご寄付いただいた季節の昔時ら ●鈴木啓子､(目黒中央地区ボランテ の会 ･会員)

しい洋服が首を長一 くして待っています｡ 
夏の洋服類 (ミニバザ∵用)' 

(敬称略)

′ 新会員をご紹介します - ニ一J;

一-イーミニバザーの売上金徽告

ミニバザーの売上金は､ 5万 9千円でした｡ 

安藤 雄太

ご協力ありがとうございました

秋本 朝子

佐々木曜美子

中村 みどり

福帝 都文

森 法房

荒谷 馨子

祐成 善次

西本 雅子

松田 まみ子

中田 芙美子

林 嘉子

松村 時子 
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/ 重責納入のお貴い

年会費は毎年 1月-1_2月までの 1年

分です○まだ納めていない方は､是非と

もいますぐ下記振込先にお支払いの方､

どうぞよろしくお顔いします○

郵便振込 :口座 00110 -

加入書名 :lAVE日本

会費 :個人会費 1ロ 3,αX)円

クループ会費 1□ 5,∞ 0円

J法人会費 1ロ 10.00 円 

(敬称略) 

′ 義務見目駄
ケン･アレン IAVE会長来日 (7月 16-20日)

来日のおもな日程 

●	 ｢21世紀におけるボランティアをめぐる動

き｣という虚で､経団連の企業 ･社会グループ

にて講演｡

●外務省国際社会協力部国連行政課を表敬訪問d

日本政府が ｢2001年国際ボランティア年｣

を積極的にサポー トしたことに IAVEとし

て謝意を表し､国際ボランティア年に向けての

今後の日本の外務省の取り組み､行事計画等に
ⅠAVEJAPANNEWSLETTER 第 21号 

ついて租散.
1998年7月発行 編集･発行 :IAVE日本 


